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研究成果の概要（和文）：日本語研究におけるコーパスの利用は他の主要言語の研究に比べて大きな遅れを取っ
てきたが、昨今さまざまな要因により状況は変わりつつある。本研究では、日本語研究におけるコーパスの利用
の可能性と問題点を多角的に追求した。具体的には、日本語のコロケーションや語史に関わる諸問題を考察する
とともに、国立国語研究所のコーパスの特性を明らかにした。また、研究成果の学界・一般社会への還元とし
て、解説的な記事や書評を執筆し、コーパス関連ソフトウェアの開発・公開を行った。

研究成果の概要（英文）：Japanese has been lagging behind the other major languages of the world in 
the utilization of electronic corpora in linguistic studies, but recently the situation is changing 
due to several factors.  The major accomplishments of this research project include: 1) analysis of 
phenomena of Japanese phraseology and etymology using corpora, 2) analysis of BCCWJ, a corpus of 
contemporary Japanese created by NINJAL, 3) developments and publication of tools and Web sites 
related to corpora.

研究分野：言語学・日本語学

キーワード： コーパス言語学　近代日中語彙交流
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本語研究におけるコーパスの利用は他
の主要言語の研究に比べて大きな遅れを取
ってきたが、国立国語研究所における各種コ
ーパスの作成・公開などを受けて状況は急速
に変わりつつある。 
 コーパスは言語研究の質を高め、その領域
を拡大する大きな可能性を秘めているが、コ
ーパス利用の歴史の浅い日本語研究におい
てはどのようにすればその潜在的可能性を
引き出せるか、コーパスの利用に際してどの
ような問題に注意する必要があるかといっ
たことがまだよく分かっていない。日本語の
コーパスの利用環境が整いつつある今、その
有効利用の方法を明らかにすることは日本
語研究の発展にとって喫緊の課題である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、コーパス、電子媒体の言語研究
資料を用いた日本語研究の新たな領域と手
法を開拓し発展させることによりコーパス
日本語研究の高度化を推進するとともに、コ
ーパス関連ソフトウェアの開発・公開などを
通じて学界におけるコーパスの普及・理解に
寄与することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 言語の研究に既存のコーパス、電子資料を
ただ常識的な方法で利用するというのでは
なく、①事例研究を通じて新たな課題や手法
の可能性を追求する、②コーパスやその利用
上の問題点を明らかにする、③学界における
コーパス利用の発展に寄与する、という３項
目を意識して研究を進める。 
 
４．研究成果 
 本研究の主要な成果を上記の３項目ごと
に分けて記す。 
①事例研究と新たな課題、手法の追求 
・独自に作成した巨大なWebコーパスを用い
て日本語のコロケーションを分析する方
法を検討し、具体的な表現に考察を加えた。
また、コロケーションの概念を再考した。 
・日中両語の電子媒体の資料を駆使し、近代
新漢語の語史を研究する可能性を試みた。
具体的には、「科学」、「可能」、「牛津」「剣
橋」、「真珠湾」、「電視」などの語史を詳細
に考察した。 
②コーパスやその利用上の問題点の解明 
・国立国語研究所の『現代日本語書き言葉均
衡コーパス』の内容を詳細に分析し、その
特性と問題点を明らかにした。 
・国立国語研究所で開発中の『日本語歴史コ
ーパス』に関わる論文集の書評を執筆し、
コーパスの今後に関わる私見を述べた。 
・サーチエンジンの信頼性に関わる最新状況
の分析を述べた報告を２度行った。 
③コーパス利用の発展への貢献 
・『コーパスと日本語学』を編集し、BCCWJに
関する論文とともに解説的な記事を２件

執筆・掲載した。 
・『日本文法事典』にコーパス言語学の解説
を執筆した。 
・Web上の多様な言語データを語史の研究に
役立てる可能性と方法を述べた論文を執
筆した。 
・従来に引き続き各種のコーパス関連ソフト
ウェアの開発・公開に取り組み、日本語
KWIC生成ソフトウェアや日本語用例検索
サイトを改良したほか、中国清代の韻書
『佩文韻府』の全文から語句を検索し、中
国の古典における語句の使用状況を手軽
に確認できるサイトを作成・公開した。 
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